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新・日米欧中に対応した特許出願戦略と審査対応実務-機械・電気編- 

～多国出願における品質の維持とコスト低減の方策～ 
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謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

外国出願における主要な出願国としては、米国、欧州、中国が挙げられますが、パリルート、PCT のいずれ

を利用しても、実体的な審査は、各国独自の法制にしたがうことになります。ところが、日本とこれらの

国では、言語の相違に加え、明細書作成の実務が異なるため、日本と同様の感覚で明細書を作成すると、

拒絶されるだけでなく、代理人費用の増大等、種々の問題が発生します。また、各国特許制度においては、

進歩性の判断等の審査基準、継続的出願等の審査手続きなど、日本とは異なる様々な制度がありますので、

それを知った上で審査手続きに対応しなければ、権利が取得できない恐れがあります。 

当事務所では、これまで、日米欧中の明細書作成の実務の相違を考慮し、日本語の段階で対応できる標準

化された明細書の作成，及び日本とは相違する審査対応実務について検討を重ね、たびたび発表して参り

ました。本セミナーでは、これまでの検討に加え、最新の各国知財事情を考慮した多国出願用の特許出願

戦略について解説致します。 

皆さまのご参加を、心よりお待ち申し上げます。 

謹白 

セミナーのお申込みについてセミナーのお申込みについてセミナーのお申込みについてセミナーのお申込みについて    

【開催日・申込締切日】 

 2015 年 4 月 24 日（金）／ 2015 年 4 月 20 日申込締切 

【セミナー申込方法】 

 別紙下段の申込書に必要事項をご記入の上、レクシア特許法律事務所宛に FAX にてご返信ください。弊弊弊弊

所の受信に代えて、受付完了といたします。所の受信に代えて、受付完了といたします。所の受信に代えて、受付完了といたします。所の受信に代えて、受付完了といたします。参加者欄が足りない場合は、適宜別紙にご記入のうえあわせてお

送りください。なお、１社あたりの参加者の限定数はございません。但し、但し、但し、但し、定員超過に至った定員超過に至った定員超過に至った定員超過に至ったときときときとき、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは弊所事情弊所事情弊所事情弊所事情

によりによりによりにより、お断りする場合がございますことを、あらかじめご了承ください。、お断りする場合がございますことを、あらかじめご了承ください。、お断りする場合がございますことを、あらかじめご了承ください。、お断りする場合がございますことを、あらかじめご了承ください。 

【会場案内】 

セミナー会場：TKP 名古屋駅前カンファレンスセンター 5階会議室 5A（定員 60名）  

【アクセス】 

・ JR 名古屋駅、地下鉄名古屋駅 又は  

名鉄名古屋駅から徒歩約５分 

 詳細は下記 URL をご参照下さい。 

http://www.kashikaigishitsu.net/search-rooms/access?id=91 

【参加料】 無料無料無料無料((((企業の知財関係者対象企業の知財関係者対象企業の知財関係者対象企業の知財関係者対象)))) 

【お問合せ】 

レクシア特許法律事務所 

 TEL：06-6448-7777 FAX：06-6448-7766 

 〒530-0005 大阪市北区中之島 6-2-40 

中之島インテス 21階  



 

 新・日米欧中に対応した特許出願戦略と審査対応実務 

 ～多国出願における品質の維持とコスト削減の方策～ 

  2015 年 4 月 24 日(金)13：00～16:15 TKPTKPTKPTKP 名古屋駅前カンファレンスセンター名古屋駅前カンファレンスセンター名古屋駅前カンファレンスセンター名古屋駅前カンファレンスセンター    5555 階会議室階会議室階会議室階会議室 5A5A5A5A 

 

講師：レクシア特許法律事務所講師：レクシア特許法律事務所講師：レクシア特許法律事務所講師：レクシア特許法律事務所    

            弁理士弁理士弁理士弁理士    立花顕治立花顕治立花顕治立花顕治    

■■■■12:4012:4012:4012:40 受け付け開始受け付け開始受け付け開始受け付け開始    

１．英語/中国語に対する翻訳文作成の留意点 

２．日米欧中に対応する明細書の作成 

３．出願前の検討事項 

４．欧州特許出願の検討(EPO 出願か、各国出願か？) 

５．審査手続きの相違 

６．審査対応実務の相違(進歩性、補正など) 

７．コストを低減する代理人とのつきあい方 

    

■■■■ブレイクブレイクブレイクブレイク    （（（（11114444::::30303030----14:4514:4514:4514:45））））    

（（（（※※※※内容は変更になる場合がございますので、御了承ください内容は変更になる場合がございますので、御了承ください内容は変更になる場合がございますので、御了承ください内容は変更になる場合がございますので、御了承ください））））    

    

    

レクシア特許法律事務所レクシア特許法律事務所レクシア特許法律事務所レクシア特許法律事務所    行き行き行き行き    

FAXFAXFAXFAX：０６－６４４８－７７６６：０６－６４４８－７７６６：０６－６４４８－７７６６：０６－６４４８－７７６６    

＜＜＜＜「「「「日米欧中に対応した特許出願戦略と審査対応実務日米欧中に対応した特許出願戦略と審査対応実務日米欧中に対応した特許出願戦略と審査対応実務日米欧中に対応した特許出願戦略と審査対応実務((((名古屋名古屋名古屋名古屋開催開催開催開催))))」」」」参加申込書＞参加申込書＞参加申込書＞参加申込書＞    

会社名  紹介者 ≪ご紹介を受けられた場合にのみご記入下さい≫ 

住 所 〒 

T E L  F A X  

参加者 [氏名] 

[部署名] 

[役職] 

[e-mail] 

参加者 [氏名] 

[部署名] 

[役職] 

[e-mail] 

参加者 [氏名] 

[部署名] 

[役職] 

[e-mail] 

参加者 [氏名] 

[部署名] 

[役職] 

[e-mail] 

 

このまま FAX にてご返信ください 


